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解　　　　説

《急ぐ人のための〉　Mathematica Graphics入門

渡部善隆*

1　はじめに

この解説記事は、次の方を対象にしています。

1.研究室にUNIXワークステーションがあり、 LAN経由で九州大学大型計算機センターにtelnet,

ftpできる。

2.でなければ、センター二階オープン室に出向き、センターのワークステーションを扱うだけの意欲

がある。

3.論文やOHPに簡単なgraphicsを手っ取り早く挿入したいと思っている。

4・とくに、 ftTjjKに組み込むPostScript fileを作りたい。

5.研究室にPostScript printerがある。

6.でなければ、センター二階オープン室にgraphicsの出力を取りに来る意欲がある。カラー出力も

欲しい。

7.具体的な関数の形がわかっていると大変便利です。

これらの人に、センターで公開している数式処理システムMathematicaを使ったgraphicsの=とりあ

えずの"使い方を例題一辺倒で解説します。この解説を眺めて、使ってみようかなという気になった方

は、最後にあげた参考文献を書店でお買い求め下さい。

1.1　Mathematicaとは

MathematicaはStephenWolframさんにより開発された汎用数学処理システムです。高度な計算機

能、数式処理機能、 2次元、 3次元graphics機能を有しています.数式はFortran, C,聯ソースと

して出力可能で、 Graphics出力はPostScriptコードで出力されます0

graphicsはX WindowシステムとTektronixに対応しています。現在のバージョンは2.2です。

1.2　どこで使う.のか

センター内の計算機室に設置されたアプリケーション・ライブラリ専用のSunワークステーション

をLAN経由で利用します。利用者が直接このワークステーションを触ることはできません。仕様は以

下の通りです。

WS名　　　qapls

ドメイン名　qapls.cc.kyushu-u.ac.jp

IPアドレス　133.5.8.40

機種　　　　S-4/10

OS SunOS 4.1.3

*九州大学大型計算機センター・研究開発部

九州大学大型計算機センター広報
Vol.28　No.2 1995 -100-



《急ぐ人のための》 Mathematica Graphics入門

なお、 OSやワークステーションは最近の計算機環境の激変のおり、すぐに変更になる場合がありま

す。変更の際はセンターニュースで直ちにお知らせします。

qaplsは「くあぶるす」と読みます。意味は「九大センターアプリケーション・サーバー」くらいで

しょうか1。

1.3　使用時間は?

qaplsはベクトルプロセッサ、および汎用計算機と独立に運用されています。システム障害や停電な

ど特別な場合がないかぎり、 24時間/365日運用です。深夜に仕事をするのが好きな人には嬉しいニュー

スです。

1.4　負担金は?

ただでは使えません。センターのワークステーション負担金が適用されます。 1分の接続時間あたり

3円いただきます。つまり、 1時間つないで180円です。なおCPU課金はありません。

1.5　セッション制限は?

ネットワークライセンスの契約上、 telnetでMathematicaを利用できる人数は同時に2人までで

す。それ以上の利用はできません。従って、一人でMathematicaセッションを2つ開設すると、独占

状態になって他の利用ができなくなります。使用する場合は、一つだけに辛抱願います。

2　とりあえず起動

なにはともあれ、 qapls-IoginしてMathematicaを起動しなくては話が進みません。

2.1 qaplsへの利用登録

qaplsに入ってMathematica　を起動するには、次のstepを越えてください。

1.センターに利用登録する。

この広報を見ている方なら利用者番号をお持ちでしょうから、これは大丈夫でしょう。大丈夫でな

い方は、センターの共同利用掛まで御相談下さい。

2. UXPに利用申請をする。

Uxpは汎用機のUNIXOSの名前です　MSPからS工NSE工コマンドで利用申請をします。メニュー

形式なので、使い方はすぐにわかります。申請からUXPが利用できるようになるまでに、大体1,

2時間かかります。

UXPやMSPの意味を解さない方は、これまた共同利用掛に連絡して、 『利用の手引・基本編』

を入手下さい。詳しい説明があります。

3. qaplsに利用登録する。

UXPはホスト名をkyu-ccといいます　kyu-ccにIoginした後、 tourokuコマンドをたたきます。

1誰が命名したかは教えません。

2マニュアルを見る限り、全てイタリックでMathemaまicaと書いてあるので、ここでも真似しています。

3ベクトルプロセッサVP2600/10にもUXPがあります。
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解　　　　説

kyu-cc'/, touroku qapls　固　　　　　　く　qaplsに利用登録

OK, User a79999a added in qapls.　　　く一一一登録完了

kyu-CCA

これでqaplsが使える状態になりました。

2.2　qapls利用の注意事項

qaplsのIDとパスワードはUXPと同じです　qaplsのホームディレクトリは、利用者をa79999a

さんとすると、

/export/home/a79999a

に作成されます。この場合、 /export/home/a79999a下は、利用者スペースとして自由にファイルの

作成・保存ができます。しかしながら、ディスクにも限界があるので、システム管理者で周期的にファ

イルの整理を行います。従って、長期にわたって大量のファイルをqaplsに保存することはできません。

計算結果はさっさと手元のワークステーションに転送下さい。

2.3　利用者の環境の例

この原稿では、具体的に利用者の環境を以下のように決めます。

WS名　　　　user

ドメイン名　user.cc.kyushu-u.ac.jp

IPアドレス　133.5.7.80

X Window

利用者番号　a79999a

2.4　qaplsへのtelnet

その前に…

2.4.1　xhostコマンド

まず、研究室のワークステーションuserからxhostコマンドを実行します。 「コマンドが見つかり

ません」と言われる場合がありますが、それはpathが通っていないためです。ワークステーションの

管理者を捕まえxhostコマンドの在処を聞いて下さい。

/usr/openwin/bin/xhostや/home/XHR5/bin/xhostなど、それっぽいとこにあるはずです。

user'/, xhost 133.5.8.40

133.5.8.40 being added to access control list

user".

く--　xhostコマンド

133.5.8.40は、 qaplsのIPアドレスです。このまま打ち込んで下さい。

2.4.2　telnetコマンド

qapls-のIoginは、 telnetコマンドによりLAN経由で行います。パスワードはUXPと同じです。

九州大学大型計算機センター広報
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《急ぐ人のための》 Mathematica Graphics入門

usero/, telnet 133.5.8.40

Trying 133.5.8.40　-・

Connected to 133.5.8.40.

Escape character is J~]

SunOS UN工X (qapls)

login: a79999a　田
Password :　　田

く-I-1利用者番号

く一一一一パスワード

く- qaplsへのtelnet

Last login: Tim Mar　9 10:00:12 from kyu-cc

SunOS Release 4.1.3-JLEl.1.3 (GENERIC) #1: Tue Aug 4 19:22:57 JST 1992

***** statistics and charges ( a79999a )　　　　　　　*****

**　　　　total size of reserved files　　　=　　　7861 KB　　　　**

**　　　total charge　　　　　　　　　　　=　　62011 yen　　　**

*************************************************************

Terminal Type (default:vtlOO)　田
qapls/,

これでIoginに成功しました。

2.5　setenvコマンド

さて、 qaplsにIoginできても、まだMathematicaのgraphics機能は使用できません。次に、 qapls

からsetenvコマンドを打ちます。

qapls'/. setenv DISPLAY 133.5.7.80:0.0　田　　く-- setenvコマンド

qaplsy.

下線部のH133.5.7.80"は、お使いのワークステーション、またはⅩ端末固有のIPアドレスを入

力します。つまり、自分が今端末として使用しているIPアドレスです4。最後の":0.0"も忘れずに入

力して下さい。

2.6　三つのコマンド

qaplsでサポートしているMathemαtica関連のコマンドは、

圃ECH

mathemat ica

mathbook

の三つです。

4IPアドレスがわからないときは、自身のワークステーションにtelnetするとわかります。
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解　　　　説

2.6.1　mathコマンド

mathコマンドは、ラインモードでMathematicaを使用するコマンドです　Mathematicaはsetenv

コマンドを打たなくても起動しますが、 graphics表示はできません　graphicsを表示するためにはmath

コマンドの前にsetenvコマンドが必要です。

qapls富帽th
Mathematics 2.2 far SPARC

Copyright 1988-94仙〕Ifran Research, Inc.

- Motif gPaphics initialized -

In【!] :蝣Int喝rate【Sin【×1, {x, O, l}】

Out[l]= 1 - Cos【1]

In[2] := N[富, 10]

Out【2】= 0.4596976941

In[3】 ;=刀【flrcTan[x] , ×】

1

0ut [3] =
2

1◆ N

霊宝霊= Quit

ラインモードでのMathematica処理

2.6.2　mathemactiaコマンド

対してmathematicaおよびmathbookコマンドは、 setenvコマンドをあらかじめ打たないと起動

しません　mathematicaとタイプすると、ノートブック・フロントエンドモード6でMathematicaが

起動します。こちらの方が、マウス操作が入るなど、ラインモードに比べ便利です。

この解説では、ラインモードでの処理を画面の例としています。もちろん全く同じ操作がノートブッ

クモードでも可能です。

ノートブック・フロントエンドモード

基本的な操作は以下の通りです。

5-応graphicsは出ますが、おそまつなものです。

6なぜ「ノートブック」と言うのか私は知りません　Mathematicaのマニュアルに書いてあったのでそのまま書いているだ

けです。大した意味はないと思います。
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《急ぐ人のための》 Mathematica Graphics入門

2.6.3　mathbookコマンド

ma七hbookとタイプすると、 Mathematicaに組み込まれた全objectがオンラインで検索できます。

終了は左上の"File"をマウスでクリックして、 "Quit"を選びます。

plot3D

Plot3D[f, {x,珊h,抑戯), (y. t輸血, y柄戯}] generatesa

three一曲Mensionalplot oI/as a知ncuon oix andy.

plot3D【if. s). {*, x桝in, xi的瓜). (y′　ymin, ym戯H

generates a three一曲nenslonal plot irl whichぬc hdかof也e surface is

甲∝並edty/, and也e shahs is specified bys.

Plot3D tv血伽畑ergum鵬也も加汲-sxtaiaji vvf (stt p喝t729 of Ut
肋ぬBoo㍗ You shouはuse Evaluate to e血ate the function to o叩Iotted
if this c的i^ttly be done before spe血c r.uramCd v也es art s甲plied蝣PlottD h鵬

血もS8mもOP加ns as SurfaceGrもphics.崩nt the foBowmg additions

Compiled True　血ぬerto印mPik也thmcoonteplot
PLotPolnt8 15　thenumberofsamplepOintsmea>止也

蝣Plot3D hサs*もdtfddtop加in setting如く83 -}加e.蝣Plot3D r叫mS A

SurfsceGraphics object蝣The function/ should giveォrea] nぜnhぜfor all糊Ietts ol

X n&v *twhichitll　血班:td There w皿bもhelts mthebal surface atsayvalues ol

Xォndy for wJiiA/ does notがeld a rea!間miv v血e r I( Lighting- 〉FaLきe弧d no

ghぬg function s is呼e血ed.血色Sudace is sha.丘　　　血g to heiiか:. Tht血B曲唱Lq

detmIitd by触optlOn ColorFuncmon, the defiolt i声gray lev由蝣Theぬ&血毛

織S湖.ustyield ¢r叫evel.抽Iie or RGBColor血脚W, Or SurfaceColor

mathbookの利用風景

すべてメニュー形式ですので、適当にいじってください。

3　二次元のリストをプロットする

3.1　データの用意

ここではFortranやCで数値計算を行なった結果のリストを図にしてみましょう.データは3;座標,

y座標のペア(x,y)のデータが一行づつ入っているファイルexl.dataとします。
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解 読

また、特に改行もせず"ずらずら"とデータが並んでいるファイルex2.dataも考えます。
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く　　ex2.dataの中身

まず、 plotしたいデータファイルをqaplsに氏pで転送します。氏pの方法は、多分皆さんご存知と

思うので省略します。わからない場合は、共同利用掛に出向いて『KITE利用の手引』をもらい、お読

み下さい　Mathematicaを起動した後、 ReadListによってデータを読み込みます。

In[l] := ReadList["exl.data".Number,RecordLists -> True]

Out[l]= {{0., 20.1}, {0.1, 18.5}, {0.2, 17.3}, {0.3, 7.3}, {0.4, 7.7},

{0.5, 7.8}, {0.6, 7.9}, {0.7, 18.3}, {0.8, 20.5}, {0.9, 4.5}, {l., 0.},

{0.2, 17.3}} く　　Listの読み込み

"Number"は入力が数値であることを、また、 "RecordLists -> True"は、各行ごとにリストに

することの指定です。これによって、一行をfay)のペアとしたリストを作成します。

さて、 ex2.dataの様にデータが並んでいる場合は、 「二つのデータをペアにします」と教えてやり

mm

In[2] :- ReadList ["ex2.data".{Number,Number}]

Out[2]= {{0., 20.1}, {0.1, 18.5}, {0.2, 17.3}, {0.3, 7.3}, {0.4, 7.7},

{0.5, 7.8}, {0.6, 7.9}, {0.7, 18.3}, {0.8, 20.5}, {0.9, 4.5}, {!., 0.},

{0.2, 17.3}} く　　Listの読み込み

出力は先ほどと同じです。 "{Number,Number}"は、連続したペアを独立したリストにするオプショ

ンです。

「リスト」はMathematicaでは極めて重要な概念です。ここではあまり深く立ち入らないで、 「3;

座標に対するyの値のリストができた」ということで、先に進みます0

3.2　I-istPlot

読み込んだリストはListPlotで表示します。

In[3] := t='/.;

工n[4]:= ListPlot[t]田

Out [4]= -Graphics-

く-- Listを変数tで定義

;はリスト出力を抑止する

く　　　ListPlot

このように入力すると、 graphics windowが立ち上がります。勝手に画面が登場する場合もありま

すが、普通はマウスを使ってgraphicsを表示する場所を決めます。

九州大学大型計算機センター広報
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0.2　　　　　　0.4　　　　　　0　6　　　　　　0.8　　　　　　1

ListPlot画面

graphics画面を消す場合は、マウスで左上の"File"の"Quit"をクリックします。

3.3　線をつなぐ

ListPlotの画面を見ておわかりのように、これは単に点のプロットだけです。各点を直線でつなぐ

には、次のようにします。

In[5] :- ListPlot【t,PlotJoined -> True]田　　　　く--一折れ線で点を結ぶ
I

Out [5コ= -Graphics-

3.4　点の半径を大きくする

plotした点をわかりやすくする場合は、たとえば次のようにします。

In[6] :- ListPlot[t,Prolog -> AbsolutePointSize[5]]

Out [6]= -Graphics-

107
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解　　　　説

・　・　・　・

0.2　　　　　　　　　0.4　　　　　　　　　0.6　　　　　　　　　0　6

少し大きくする

3.5　fontを変更する

フォントを大きくしたり書式を変更する時は、 DefaultFontオプションで書体と大きさを指定しま

す。ノートブック・フロントエンドモードの場合は、メニューからでも変更できます。

defaultはGCourier"の''10.0"になっています。フォントはサポートするデバイスによっては使え

ない場合もあります。

例えばすべてのgraphicsのフォントを"Times-Italic"にしたい場合はMathematica起動直後に、

SDefaultFontを打ち込み、 default書体を変更します。

In[l] := SDefaultFont　田

Out【1]= Courier, 10.

く一一一現在のフォントを確認

In[2] := SDefaultFont = {"Times-Italic",18}　田　　く一一-フォントの変更

Out[2]= Times-Italic, 18
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Mathematicaのマニュアルによれば、普通以下のフォントは使えるようです。いろいろ設定されて、

お試し下さい。

Courier Courier-Bold Courier-Oblique Courier-BoldOblique

Helvetica Helvetica-Bold Helvetica-Oblique Helvetica-BoldOblique

Times Times- Bold Times-It alic Time s-B oldltalic

指定できるフォント例

4　リストを使った三次元グラフ

4.1　注意事項

以降の章でみるように、 MathematicaのGraphicsは、関数の値がexplicitに分かる場合、圧倒的

な威力を発揮します。しかし、与えられたリストに対して3次元のgraphicsを描こうとすると、ずいぶ

ん限られたことしかできません。

リストの3次元グラフはListPlot3Dで作成します。引数は"高さ"の行列が必要です。とりあえず

行列の名前をZとすると、 Zはmxnの配列にします。

つまり、 z-lzij}, 1≦i≦m, 1≦j≦nに対し、 zijは矩形領域をy方向にm-1,x方向に

n-1等分したときのnodei,jのr高さ」を表します。

従って、 graphmanの様にx, y座標を与え、それに対する2 - f(x,y)の値を読み込ませるといっ

た作図は出来ません。

以上の様に、データを作る場合は注意が必要となります。

4.2　データの用意

それでは、例として以下のデータを用意します。

0.00　0.84　0.91　0.14　-0.76　-0.96　-0.28　0.66　0.99　0.41 -0.54　-1.00　-0.54　0.42　0.99

0.75　0.96　0.30　-0.64　-0.99　-0.43　0.53　1.00　0.55　-0.40　-0.99　-0.66　0.27　0.96　0.76

0.79　0.94　0.23　-0.69　-0.98　-0.37　0.59　1.00　0.49　-0.47　-1.00　-0.61　0.34　0.97　0.72

0.14　0.91　0.84

-0.69　0.24　0.95

-0.82　0.04　0.86

-0.28　0.66　0.99

0.61　1.00　0.47

0.84　0.91　0.15

0.40　0.99　0.67

-0.52　0.44　0.99

-0.84　0.00　0.84

-0.51　0.45　0.99

0.00　-0.84　-0.91 -0.14

0.78　-0.10　-0.89　-0.86

0.89　0.10　-0.78　-0.95

0.41 -0.55　-1.00　-0.53

-0.49　-1.00　-0.59　0.37

-0.75　-0.96　-0.29　0.65

0.76　0.96　0.28　-0.66　-0.99　-0.41　0.54　1.00

-0.04　0.82　0.93　0.18　-0.73　-0.97　-0.32　0.63

-0.24　0.69　0.98　0.37　-0.58　-1.00　-0.50　0.46

0.42　0.99　0.65　-0.29　-0.96　-0.75　0.15　0.91

0.98　0.69　-0.23　-0.94　-0.79　0.09　0.89　0.87

0.99　0.42　-0.54　-1.00　-0.55　0.41　0.99　0.66

-0.27　-0.96　-0.77　0.13　0.90　0.85　0.01 -0.83　-0.91 -0.15　0.75　0.96

0.63　-0.31 -0.97　-0.74　0.17　0.92　0.82　-0.03　-0.86　-0.90　-0.11　0.78

0.91　0.14　-0.76　-0.96　-0.28　0.66　0.99　0.41 -0.54　-1.00　-0.54　0.42

0.63　-0.32　-0.97　-0.73　0.18　0.92　0.82　-0.04　-0.86　-0.89　-0.10　0.78

0.41　0.99　0.66　-0.27　-0.96　-0.76　0.14　0.91　0.84　0.00　-0.84　-0.91 -0.15　0.75　0.96

0.84　0.91　0.15　-0.75　-0.96　-0.29　0.65　0.99　0.42　-0.54　-1.00　-0.54　0.41　0.99　0.66

このデータは、正方領域をs,yの各方向14等分したnode上の値(のみ)を格納したものです。デー

タはi行について15個ずつ3;方向の値が入っています。リストの読み込みは2次元と同様ReadList

で行ないます。
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解　　　　説

エn[l] := ReadList 【"ex3.data" ,Nu血er.RecordLists -> True]

Out[l]= {{0., 0.84, 0.91, 0.14, -0.76, -0.96, -0.28, 0.66, 0.99, 0.41, -0.54,

-1., -0.54, 0.42, 0.99}, {0.75, 0.96, 0.3, -0.64, -0.99, -0.43, 0.53,

1., 0.55, -0.4, -0.99, -0.66, 0.27, 0.96, 0.76},

く　　Listの読み込み

"RecordLists -> True"は、ファイルの各行ごとの数値を独立のリスト(つまり列)にすることを

指定しています。もしデータに行ごとの改行がない場合は、 「15個ごとに列を作りますよ」という指令

を与える必要があります。この場合は、

ReadList 【"ex3. data" ,Table 【打umber, {15}] ]

と書きます。 15はデータに応じて変えて下さい。

4.3　ListPlot3D

読み込んだリストの表示はListPlot3Dで行ないます。

In[2コ:= m=7.;

In【3] := ListPlot3D[m]田

く一一一リストを皿で定義

;をつけ、表示を抑止

く　　3次元グラフ表示

Out [3] = -SurfaceGraphics一

工n[4コ:= ListPlot3D[m,Lighting -> False]田

く　　Grayscaleでプリントする場合

Out [4] = -SurfaceGraphics-

15

ListPlot3Dの出力結果
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《急ぐ人のための》 Mathematica Graphics入門

5　y-f(x)のプロット集

関数の形が決まっている場合、簡単に関数値をプロットすることができます。まずは、 y-/(*)の

形で与えられる関数の二次元graphicsの例題を参考文献よりいくつか集めてみました。

Mathematicaは、ぱっと思い浮かぶ数学関数ならば大体サポートしています。関数名は、一般に使

われている英語名が(最初を大文字にして)使われています。初等超越関数を例にとると

Exp[z], Cot[z], ArcSin[z】, SinhLz], ArcTanhLz]

など,すぐに分かる関数として定義されています。全ての数学関数の機能はmathbookを用いオンライ

ンで参照可能です。

AxesLabel -> -C"x","y"}のⅩ, yは何でも構いません。
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解　　　　説

このように、異なる関数の同時作図も可能です。

Frame -> Trueで枠を描きます。 FrameLabelは枠の縁のラベルを与えます　RotateLabel -> False

はラベルのテキストを回転しないことを指定します。これは実際やってみればすぐに意味がわかります。
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Vol.28 No.2 1995 -112-



《急ぐ人のための》 Mathematica Graphics入門

Dashingは、破線とその長さを指定します。

AspectRatio -> Automaticは、 3:方向とy方向の単位長さを等しくするオプションです。この場
合、これを指定しないと円がつぶれて表示されます。
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解　　　　説

機能については、面倒なのでいちいち説明しません　AbsoluteThickness[0.01コは、線を細くす

るオプションです。

PlotPointsは作図をする際に評価する点の個数です。省略値はPlotの場合25です。評価する点

を増やすと、滑らかなグラフが措けます。

九州大学大型計算機センター広報
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《急ぐ人のための》 Mathematica Graphics入門

GrayLevelは、 0が黒、 1が白で、間の色は[0,1]の値で指定します。

FilledPlotは、 "packages"とよばれるファイル群の一つの関数です。通常は定義されていませんの

で、使う時は上のように指定する必要があります。
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解　　　　説

6　3次元graphics集

続いては、 3次元のgraphicsの例ですO

3次元のプロットも、変数が一つ増えただけで、 2次元と同じく簡単に作図できます。ただし、各方向

の評価点の数は15なので、より滑らかな作図をしたい場合は、例のようにPlotPointsを増やしま

す。ただし、その分計算時間がかかり、メモリーも大量に消費します0

ParametricPlot3Dは、 ParametricPlotの3次元版です。
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上のようにParametricPlot3Dにもう一つの媒介変数の変域を指定すると、曲面が措けます。

パラメータを制限すると、このような球と円柱がともに開かれた図も簡単に作図できます。
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解　　　　説

簡単な多面体ならば、 Polyhedraパッケージを用いて作図できます。

回転曲面はSu血ceOmevolutionパッケージをロードして作図します。
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《急ぐ人のための》 Mathematica Graphics入門

7　その他のgraphics集
ここでは、等高線や密度分布,流れ場などの作成例をあげます。

密度グラフは、与えられた関数の規則的な点の配列における値を表します。たくさんの額域に分割し

た場合は、メッシュを取り除いた方が奇麗です。

0　　1　　2　　3　　4　　5　　6

Jacobi楕円関数cn(x +^y|l/10)の絶対値の等高線を0 ≦ £ ≦ K(1/10),

0≦y ≦ /f(9/10)の範囲でプロットします。なおK(x)は第1種完全楕円積分です。

In[l] := ContourPlot[Abs[JacobiCN[x+I y,l/10]] ,

{x,0,4EllipticK[l/iOtt.-Cy.O,岨IlipticK[9/10]},

PlotPoints -> 25] ;

等高線グラフは、関数の「地形図」を与えます。等高線は、同じ高さの点を結んで得られる曲線で
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解 読

ベクトル場の作図に!ま、 PlotFieldパッケージを読み込みます。通常のベクトル場の他に、 gradi-
ent vector fieldやHamiltonian vector fieldなども作図できます。
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10×10のランダムなベクトルを作成し、リストをプロットします0

工n【1] :=くくGraphics`PlotField`

In【2] := varray = Table[{ Random[Real, {-0.7,0.7}] ,

Random[Real,{-0.7,0.7}]},{i,10},<j ,10}] ;

工n[3] := ListPlotVectorField [varray] ;

他のプログラムで作成したデータを、このようにリストとして作図することも可能です。
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《急ぐ人のための》 Mathematica Graphics入門

出力したプリンターの解像度は400dpiです。多分この二つはプリンターの解像度が高ければ、もっ

と奇麗にでるはずです。
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解　　　　説

8　プリンター-の出力

さて、出来上がったgraphicsをモニターでただ眺めている場合ではありません。早速ファイルに保

存するなり、プリンターに出力するなりしましょう。まずはセンター二階のPostScript printer-の出

力方法です。

印刷はPSPrintで行ないます。その前にUXP(kyu-cc)に疲定が必要です。

8.1　どんなプリンター?

PSプリンターです。解像度は400dpiです。長年使ってきたので、そろそろ引退する計画です。

8.2 .rhostsの修正

自分のUXP(kyu-cc)のホームディレクトリに.rhostsという名前のファイルをを作成し、リモー

トシェルの実行権を設定します。

エディター(vi, emacs等)を使い、.rhostsに次の一行を追加します。

qapls. cc.kyushu-u.ac.jp a79_999a　　　　く一一一下線部は自分のID

.rhostsがない場合は、次のように新規に作成できます。

kyu-cc*/, echo qapls.cc.kyusliu-u.ac.jp a79999aサ""/.rhosts

8.3　PSPrint

kyu-ccの.rhostsの修正によって、 qaplsからkyu-ccを経由して2階のプリンターにMathemat-

ica graphicsを出す準備ができました。

プリンター-の出力方法はMathematica内でgraphicsの直後にPSPrint [・/,]と入力するだけです。

また、以前のgraphicsを印刷する場合は、 graphics windowに表示してあるOut[n]を入力します。

例を参照下さい。

In[6] := ListPlot【t.Prolog -> AbsolutePointSize[5]]

Out [6] = -Graphics-　　　　　　　　く　　Graphics表示

In【7] := PSPrint['/.]田　　　　　く-I-直前のgraphicsのプリンター出力

Out 【7】= -Graphics一

工n[8] := PSPrint【Out【6]]　　　　　　く　　Out[6]のプリンター出力

In[7]と同じこと

Out [8J = -Graphics-

ノートブックモードの場合は、メニューでPrintを選択して下さい。

九州大学大型計算機センター広報
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《急ぐ人のための》 Mathematica Graphics入門

9　PS形式のファイルに保存する

Mathematicaのgraphicsは全てPostScript(PS)形式で書かれています。 PS形式でgraphicsを保

存し、 ftpで手元に転送すれば、あとは堺, JⅨ樽に取り込んだり、他の形式に変換したり、 Mac-
intoshで自由に加工できたりします7。

9.1　Display

graphicsのファイル-の保存はDisplayで行ないます。要額は、先ほどのPSPrintと同じです。

保存先のファイル名をtmpとします。

エn【6] := ListPlot Ct.Prolog -> AbsolutePointSize[5]]

Out [6]= -Graphics-　　　　　　　　　　　　　　　　　　く一一- Graphics表示

In[7コ:= Display["trap",'/.]田　　　　　　　　　　　くI1-ファイル-の出力

Out [7コ= -Graphics-

In[8] := Display["tmp" ,Out [6]]

Out [8コ= -Graphics-

く一一一工n[7]と同じ操作

9.2　ps丘Ⅹコマンド

ただし、このままのPSファイルは、 「生の」 PSファイルなので、 Mathematica以外は解釈でき

ません。

そこで、 qaplsのコマンドとして用意されているpsfixを使って普通のPostScripもfi1eに変換しま

す。もとのファイルをtmp,修正後をtmp.psとすると、以下の要額です。

In[9]:= Ipsfix tmp > tmp.ps　国

王n【9] :=

く　　Mathematica内で使う

もちろんpsfixコマンドはMathematicaを抜けた状態のUNIXコマンドとしても使えます。

qapls'/, psfix tmp > tmp.ps　田　　　　　　　　　く　UNIXコマンドとして使う

作成したPSファイルは、カラーで作図していればカラーで、 Grayscaleで作図していればGrayscale

で保存されます。なお、 ">"先のファイルが既存の場合は、その旨を表示して変換してくれないのでご

注意下さい。

9.3　LJTEXに貼る場合

epsf.styなどを用い、 Mathematicaで作成したPSファイルをBT#に読み込む場合、 graphics

7妙にそういうことに詳しい人が周りにいるはずです。
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解　　　　説

によっては、余計な空白が入ってしまい納まりが惑いことがあります。

その場合には、 PSファイルの先頭の"BoundingBox"を無理矢理エディターで変更してしまう荒技

があります。例として

BoundingBox: 72 72 540 720　-⇒　BoundmgBox: 72 200 580 580

→　BoundmgBox: 70 150 580 630

などと修正してみて下さい。 PSに詳しい人ならおわかりのように、例では縦のスケールを削ってい

ます。

10　カラープリンターに出力する

センター2階にはフルカラーのPSプリンターが装備されています。カラーで作図したMathemat-

ica graphicsはここで簡単に出力できます。

10.1　どんなプリンター?

フルカラー対応のPostScriptプリンターです。用紙はA4,解像度は400dpiです。

10.2　お金は?

ランニングコスト分の実費だけいただきます。一枚につき360円です。まだまだ、カラー出力はお

高いです。

10.3　どこから出力するの?

カラープ1)ンタ-横のワークステーションmedicsから"lp -d npsf"コマンドで出力します。

詳しくはmedics備えつけの説明書をお読み下さい、以下、出力方法です。

Step lまず、 medicsに登録します。

方法はqaplsと同様で、 UXPから"touroku medics"と入力して下さい。

Step 2 medicsにIogin Lます。

medicsのコンソールからIoginしなくても大丈夫です　medicsを他の人が使っていれば、別の端

末からIoginして下さい。

Step 3 PSファイルを氏pでmedicsに転送します。

テキスト形式で転送して下さい。

Step 4出力したいファイルをtmp.psとすると、以下のように入力下さい。

medics'/, lp -d npsf tmp.ps

もちろん、上の方法の他に、 rshを使った出力も可能です。しばらく後、プ1)ンタ-がうなりはじめて、

出力が得られるはずです。出力状態はIpstatコマンドで調べることができます。

また、 0EPに直接印刷することも可能です。詳しくはmedics備えつけの手引書を参照下さい。ト

ラブルがあった場合は、受付またはシステム運用掛に御連絡下さい。

次ページは、カラープリンターで出力したMathematicagraphics出力例です。なお、 4番目の例の

fra.dataは、私が勝手に作成したファイルなので、そのまま真似してもgraphicsは出ません。データ

は自分でお作り下さい。
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楽をしましょう

例題を見てわかるように、 Mathematicaのコマンドやオプションは、妙に長たらしいものが多く、

いちいち打ち込むのはとても面倒です。その場合、ファイルに処理過程を書き、 Mathematica内で読

み込むことができます。これによって、細かなgraphicsの調整が少しの手間で済みます。

例として、 qaplsのvi, emacsでtest.mを次のように作成します。

DensityPlot C Sin[x+Sin[y]] , {x,0,8Pi},{y,0,8Pi},

Mesh ->　False,

PlotPoints　-> 100

打Lu

この処理を実行するには、 Mathematica内で次のようにするだけです。

工n【1]:=くくtest.m

Out[2] :=

く　　test.mの実行

コマンドに間違いがあればその旨のメッセージが表示されます。そうでなければgraphics画面が表

示されるはずです。

このようにすれば、 qaplsのwindowをもう一つ開いてファイルを編集・保存しながらデバッグ/

調整することができ、なんども同じコマンドを入力する必要もなくなり大幅に効率がアップします。

参考文献

Mathematicaを上手に使うには手元に参考文献が最低一冊必要です。どれも結構な値段です。

以下はこの記事を書くにあたって参考にした文献リストです。簡単な説明をつけています。

Stephen. Wolfram　"Mathematica - A System for Doing Mathematics by Computer -,

Second Edition" Addison-Wesley Publishing Company, 1991.

- Mathematicaのマニュアルです。利用者必携。

Stephen Wolfram /白水重明訳: "Mathematica - A System for Doing Mathematics by

Computer(日本語版) -, Second Edition" Addison-Wesley Publishers Japan /星雲社1992.

- Mathematicaの日本語版マニュアルです。英語の苦手な利用者必携。

● "Mathematica User`s Guide for the X恥ont End" Wolfram Research, 1993.

- Version 2.2用のnotebook front endの使用方法です。 Mathematicaを買うと付いてきま

す。 Wolfram Researchから直接購入することも可能だと思います。

"Mathematica User's Guide for Unix Systems" Wolfram Research, 1993.

- Version 2.2用をUnix環境で使いこなすための注意事項が書いてあります。これもMathe-

maticaを買うと付いてきます。

"Guide to Standard Mathematica Packages Supplement Version 2.2" Technical Report, Wol-

fram Research, 1993.
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-バージョンアップによるマニュアル記載以外の機能を解説したTechnicalReportです　Math-

ematicaを買うと付いてきますが、これは欲しい本です。

● "Major New Features in Mathematicα Version 2.2　Technical Report Wolfram Research,

1993.

- Version 2.1から2.2に変わる際に追加された機能の解説です。

T. W. Gray, J. Glynn /時田節,藤村行俊訳: "Mathematica数学の探索"トッパン1994.

- GrayさんはWolfram Researchの共同設立者, Glynnさんは数学者です。表題の通り使用

方法というより、数学-の応用に主眼がおかれています。特に複素平面やフラクタルに興味

のある方にはお奨めです。定価6,900円。

M. L. Abell, J. P. Braselton /川瀬宏海,軍島奉文,佐藤穂,田揮義彦訳: "Mathematicaハ
ンドブック"東京電機大学出版局1994.

-全てのコマンドとオブジェクトをアルファベット順に解説した参考書です。定価6,000円。

・宮岡悦良: "Mathematica数学の道具箱"プレーン出版1994.

- Mathematicaを用いた数学の入門書です。高校数学から大学数学-進もうとされる人に対し、

グラフィックスもふんだんに取り入れ、わかりやすく解説しています。定価2,800円。
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